
【協働】協働で地域環境の再生

【小目標（１）】住民参加と主体形成 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）住民参加の仕組みづくり(p.98) 
67％ 56％ 

○美しいまちづくり審議会で話題に挙がった案件について情報を提供・交換しています。 

２）情報共有の推進(p.99) 
42％ 8％ 

○庁内各課で運用している GIS の統合を検討しています(GIS の説明は本文 7 ページ)。
○町が実施した環境調査や環境施策の進行状況を取りまとめ、本誌を作成しています。

３）環境教育の推進(p.100) 
60％ 60％ 

○学校開放事業による生涯学習の振興と普及を図っています。
○風土館学芸員によるテーマ選定、宿泊学習、報告を通じた総合学習をしています。
○専任職員による百年の森の維持管理がなされており、様々な催し物が行われています。 

【協働】協働で地域環境の再生 
自然とくらしの共生。地域と地球を連結するさまざまな循環の仕組

み。いずれにおいても、私たち地域住民のかかわりは不可欠です。さ
まざまな立場を超えて連携を図る協働の総合力によって環境の潜在力
を引き出し、さまざまに循環する生態系の再生を目指します。 

○進捗状況の総括
他の大目標より遅れがありますが、一部の課題は順調に進んでいま

す。今後は住民事業者行政の三者一体の事業展開が期待されます。 
短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

55％ 47％ 

地域住民の方が主体となり、永

続的な地域維持の実現を試みるの

がニセコひらふ CID/BID です。 

※ニセコひらふ CID/BID の詳細は 

以下のホームページをご参照ください

http://www.hirafubid.com/?lang=ja 

用語説明 

○CID：Community Improvement District

 全建物所有者から「コミュニティ分担金」を集

めて、地域の運営に利用します。 

○BID：Business Improvement District

 主に商用建物所有者から「ビジネス分担金」を

集めて、観光活性化に利用します。 

 分担金を募り、地域維持活性化を図るもので、

海外で実施例があります。 
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【小目標（２）】協働による役割分担 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）事業者の主体的な活動(p.101) 
22％ 22％ 

○グリーンフェスティバル事業を補助しています。

２）住民の主体的な活動(p.102) 
67％ 67％ 

○ニセコひらふ CID/BID による維持管理構想が進んでいます。

３）行政の主体的な活動(p.103) 
83％ 61％ 

○地球温暖化対策地域推進計画を策定し、町から実践可能な行動例を示しています。
○庁内備品は可能な限りグリーン購入しています。

【小目標（３）】国際協力 国内外の人々との連携 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

1)国内外の人々との連携(p.104)
50％ 50％ 

○国際観光推進員を設置し、観光協会振興事業他観光関連事業の補助を行っています。
○国内外からの方の短期長期受け入れを継続的に実施しています。
○オーストラリア DAY 参加協賛開催しています。
○外国籍の人々の地域コミュニティ参加促進事業を行っています。

国内外有数のリゾート地である本町

は観光シーズン以外にも多くの方が長

期滞在し、滞在者同士や地域の方との

交流を図る目的で、左図のような会が

行われています。 

このような取り組みは環境基本計画

で挙げる国内外の人々との連携に繋が

るものと考えられます。 

※この記事は平成 25 年 9 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 
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